
『
法
華
三
昧
餓
儀
』
（
以
下
『
峨
儀
』
と
略
称
す
る
）
は
天
台
大
師

智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
の
初
期
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ

は
わ
ず
か
一
巻
の
短
い
書
物
で
あ
る
が
、
法
華
三
昧
の
行
法
を
詳

し
く
、
か
つ
具
体
的
に
説
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
今
日
、

大
正
新
修
大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、
康
煕
六
年

（
一
六
七
九
）
の
中
国
版
本
を
底
本
と
し
、
日
本
の
延
宝
七
年
二
六

六
七
）
の
版
本
を
校
訂
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
宋
代

の
遵
式
に
よ
っ
て
勘
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
大
正
蔵
四
六
、
九
四

九
頁
ａ
「
法
華
三
昧
餓
儀
勘
定
元
本
序
」
参
照
）
。
ま
た
こ
れ
ら
の
テ

キ
ス
ト
と
は
別
に
金
沢
文
庫
に
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
が
二
種
類
保

存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
佐
藤
哲
英
博
士
に
よ
り
紹
介

①

さ
れ
て
お
り
、
近
年
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
の
第
三
巻
に
収
め

②

ら
れ
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
儀
儀
』
は
い
く
つ
か
の
点
で
大
変
興
味
深
い
言
物
で
あ

る
。
第
一
に
智
顎
の
師
で
あ
る
南
岳
慧
思
は
法
華
三
昧
を
修
す
る

『
法
華
三
昧
徴
儀
』
研
究
序
説

こ
と
に
よ
り
開
悟
し
た
と
い
わ
れ
、
智
頴
も
慧
思
の
も
と
で
そ
れ

を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
大
蘇
開
悟
の
名
で
知
ら
れ
る
宗
教
体
験
を

得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
法
華
三
昧
は
慧
思
や
智
顎
の
宗
教
と

思
想
を
知
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

『
餓
儀
』
は
そ
の
行
法
を
詳
し
く
説
い
て
い
る
点
で
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

第
二
に
、
智
顎
は
い
く
つ
か
の
餓
法
の
手
引
き
書
を
著
わ
し
て

い
る
が
、
『
餓
儀
』
の
他
に
も
『
方
等
三
昧
行
法
』
一
巻
（
大
正
蔵

一
九
四
○
番
）
や
『
国
情
百
録
』
所
収
の
「
方
等
餓
法
」
（
大
正
蔵
四

六
、
七
九
六
ｂ
’
七
九
八
ｃ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
通
じ
て
天
台
仏
教
の
、
さ
ら
に
は
晴
代
の
中
国
仏
教
の
、

実
践
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
『
俄
儀
』
の
よ
う
に

「
餓
悔
」
を
中
核
と
し
た
行
法
を
具
体
的
に
説
く
書
物
は
、
宗
教

を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
興
味
深
い
資
料
と
い
え
よ
う
。

筆
者
は
仏
教
に
お
け
る
俄
悔
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら

ロ
バ
ー
ト
。
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
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に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
儀
儀
』
の
重
要
性
を
知
り
、
そ

の
英
訳
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
文
は
そ
の
英
訳
の
序
文
作

成
の
た
め
に
集
め
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
は
な
は
だ
不
十

分
で
は
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に
そ
の
資
料
を
整
理
し
て
、
先
学
の

ご
指
導
を
あ
お
ぐ
こ
と
に
し
た
。

智
甑
の
『
俄
儀
』
を
考
察
す
る
前
に
、
そ
の
師
の
南
岳
慧
思

（
五
一
五
’
五
七
七
）
の
法
華
三
昧
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
慧
思
も
法
華
三
昧
を
開
悟
し
、
そ
の
法

門
を
智
顎
に
伝
え
た
か
ら
で
あ
る
。

『
続
高
僧
伝
』
第
十
七
の
慧
思
伝
は
、
彼
の
法
華
三
昧
開
悟
に

③

つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
慧
思
は
初
め
専
ら
法
華
経
の
読
謂

に
つ
と
め
て
い
た
が
、
禅
の
功
徳
を
称
え
る
『
妙
勝
定
経
』
を
読

み
、
禅
定
を
修
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
き
に
慧
文
禅
師
に
師
事

し
、
以
前
に
ま
し
て
厳
し
い
求
道
生
活
に
入
っ
た
。
あ
る
夏
安
居

の
と
き
、
坐
禅
を
始
め
て
か
ら
三
七
日
す
ぎ
た
時
点
で
少
静
観
を

発
し
、
一
生
の
善
悪
の
業
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
驚

嵯
し
た
慧
思
は
、
ま
す
ま
す
勇
猛
に
坐
禅
を
続
け
、
そ
の
結
果
初

禅
を
発
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
禅
障
が
忽
然
と
起
り
、
手
足
に
力

が
入
ら
ず
、
歩
く
こ
と
も
不
可
能
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
動
く
こ

一
南
岳
慧
思
の
法
華
三
昧

と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
慧
思
は
次
の
よ
う
に
観

察
を
行
っ
た
。
今
の
病
は
業
よ
り
生
じ
た
が
、
業
は
心
よ
り
起
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
心
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
自
己
の

心
を
観
察
す
れ
ば
、
業
は
不
可
得
で
あ
り
、
身
は
雲
影
の
如
く
、

相
は
あ
る
が
体
は
な
い
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
観

察
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
顛
倒
の
想
が
減
し
、
心
性
が
清
浄
に
な
り
、

禅
障
は
消
滅
し
た
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
慧
思
は
そ
こ
で

空
定
を
発
し
、
そ
の
心
境
は
廓
然
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
夏
安
居
が
終
ろ
う
と
し
て
も
、
一
向
に
得
る

と
こ
ろ
が
な
く
、
慧
思
は
昏
沈
し
て
い
た
。
そ
こ
で
深
く
蜥
悦
の

念
を
懐
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
と
き
ふ
と
壁
に
よ
り
か
か
ろ
う

と
し
た
一
瞬
、
背
中
が
壁
に
つ
く
ま
え
に
、
突
如
と
し
て
開
悟
し
、

一
念
に
し
て
法
華
三
昧
に
明
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
慧
思

の
法
華
三
昧
開
悟
の
経
緯
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
苦
労
を
通
じ
て
証
得
し
た
法
華
三
昧
に
つ
い
て
、

慧
思
は
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
の
中
で
論
じ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い

て
実
際
に
弟
子
を
指
導
し
て
い
た
。
ま
ず
『
安
楽
行
義
』
の
冒
頭

に
慧
思
は
法
華
三
昧
の
性
格
に
つ
い
て
、
法
華
経
は
大
乗
頓
悟
の

④

教
え
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
経
に
も
と
づ
く
法
華

三
昧
は
一
地
か
ら
一
地
に
段
階
的
に
進
む
方
便
的
な
次
弟
行
で
は

な
く
、
一
気
に
衆
果
を
具
足
す
る
頓
覚
の
法
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
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る
、
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
前
者
の
次
弟
行
が
二
乗
声
聞
や
鈍
根

の
菩
薩
の
法
門
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
法
華
三
昧
は
利
根

⑤

の
菩
薩
の
修
す
る
法
門
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
慧
思
は

法
華
三
昧
を
利
根
の
菩
薩
の
た
め
の
法
門
で
、
段
階
的
に
修
行
す

る
の
で
は
な
く
、
直
接
仏
果
に
達
す
る
頓
悟
の
法
門
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
安
楽
行
義
』
に
示
さ
れ
て
い
る
行
法
は
有
相
行
と
無
相
行
に

分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
無
相
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。
無
相
行
者
、
即
是
安
楽
行
。
一
切
諸
法
中
、
心
相
寂
滅
、
畢

寛
不
生
、
故
名
為
無
相
行
也
。
常
在
一
切
深
妙
禅
定
、
行
住

坐
臥
、
飲
食
語
言
、
一
切
威
儀
心
常
定
故
。
…
…

（
大
正
蔵
四
六
、
七
○
○
ａ
）

無
相
行
は
『
法
華
経
』
の
安
楽
行
肋
に
も
と
づ
く
行
法
で
、
行
住

坐
臥
飲
食
語
言
の
一
切
の
行
為
を
禅
定
の
境
地
の
中
で
行
う
行
法

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
有
相
行
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

づ
（
》
Ｏ

復
次
有
相
行
、
此
是
普
賢
勧
発
品
中
、
諦
法
華
経
散
心
精
進
、

⑥如
是
等
人
、
不
修
禅
定
不
入
三
昧
、
若
坐
若
立
若
行
、
一
心

専
念
法
華
文
字
、
精
進
不
臥
如
救
頭
然
。
是
名
文
字
有
相
行
。

（
大
正
蔵
、
七
○
○
ａ
ｌ
ｂ
）

こ
の
よ
う
に
有
相
行
は
『
法
華
経
』
の
普
賢
勧
発
品
に
も
と
づ
く

行
法
と
さ
れ
、
そ
れ
は
禅
定
や
三
昧
に
入
ら
ず
、
散
心
に
法
華
経

を
読
調
し
、
常
に
一
心
に
こ
の
経
の
文
字
を
専
念
す
る
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
行
法
が
成
就
す
れ
ば
、
勧
発
品
に
説
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
六
牙
の
象
王
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が
行
者
の
前
に

現
わ
れ
、
金
剛
杵
で
行
者
の
目
を
擬
し
、
道
を
障
す
る
罪
を
減
し
、

眼
根
を
清
浄
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
行
者
は
釈
尊
、
過
去

の
七
仏
、
及
び
十
方
三
世
の
諸
仏
を
見
、
至
心
に
餓
悔
し
、
三
種

の
陀
羅
尼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、

一
切
三
世
の
仏
法
を
具
足
し
、
多
く
て
も
三
生
の
う
ち
に
修
行
を

⑦

具
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
種
の
行
法
は
両
方

と
も
慧
思
の
法
華
三
昧
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
『
安

楽
行
義
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
の
比
重
は
無
相
行
に
あ
る
と
い
え

⑧

よ
う
。
『
安
楽
行
義
』
と
い
う
題
名
自
体
、
こ
の
書
物
が
安
楽
行

品
に
も
と
づ
い
た
無
相
行
を
中
心
と
し
て
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
の
無
相
行
は
「
行
住
坐
臥
飲
食
語
言
等
の
一
切
の
威
儀

⑨

に
於
て
心
想
寂
滅
を
証
す
」
こ
と
に
よ
り
、
徹
底
し
た
無
執
著
の

心
を
以
て
積
極
的
菩
薩
行
で
あ
る
四
安
楽
行
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
『
峨
儀
』
に
示
さ
れ
て
い
る
行
法
と
対
比
し
て
み
る
と
、

『
峨
儀
』
は
読
経
や
坐
禅
観
心
を
通
じ
て
の
普
賢
菩
薩
感
得
を
目

1Q
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的
と
す
る
か
ら
、
『
安
楽
行
義
』
の
有
相
行
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
慨
儀
』
の
法
華
三
昧
の
行
法
は
『
安
楽

行
義
』
に
示
さ
れ
る
法
華
三
味
の
実
践
体
系
と
異
る
点
が
あ
る
こ

と
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

智
韻
は
二
十
三
歳
の
と
き
、
光
州
の
大
蘇
山
に
お
も
む
き
、
当

⑩

時
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
慧
思
の
門
下
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
慧
思

は
智
顎
に
普
賢
道
場
を
示
し
、
彼
の
た
め
に
四
安
楽
行
を
説
き
、

法
華
三
味
を
修
行
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
そ
こ
で
智
顎
は
慧
思
の

設
定
し
た
法
華
三
昧
の
有
相
行
に
よ
り
『
法
華
経
』
読
訓
の
行
を

開
始
し
た
が
、
二
七
日
経
過
し
薬
王
品
の
「
諸
仏
同
讃
、
是
真
精

進
、
是
名
真
法
供
養
」
の
文
に
至
っ
た
と
き
、
身
心
諮
然
と
し
て
、

寂
し
て
定
に
入
っ
た
。
こ
れ
が
智
顎
の
有
名
な
大
蘇
開
悟
で
あ
る
。

し
か
し
慧
思
は
智
顎
の
得
た
定
は
法
華
三
昧
の
前
方
便
で
あ
り
、

発
し
た
と
こ
ろ
の
総
持
は
初
施
陀
羅
尼
で
あ
る
と
評
価
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
は
未
だ
法
華
三
昧
を
証
得
し

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
大
蘇
山
で
こ
の
よ
う
な
宗
教
体
験
を

得
て
い
る
こ
と
は
智
顎
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と

は
い
壱
フ
ま
で
も
な
い
。

智
顎
は
こ
の
よ
う
な
体
験
を
ふ
ま
え
て
『
餓
儀
』
を
著
わ
し
法

二
『
次
第
禅
門
」
の
法
華
三
昧

華
三
昧
の
具
体
的
行
法
を
呈
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
検
討

す
る
ま
え
に
、
彼
の
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第

法
門
』
（
以
下
『
次
第
禅
門
』
と
略
称
す
る
）
の
中
に
言
及
さ
れ
て
い

る
法
華
三
昧
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

こ
の
『
次
第
禅
門
』
は
智
韻
が
慧
思
に
別
れ
を
告
げ
た
後
、
金

陵
に
出
て
、
瓦
官
寺
に
住
し
て
い
た
と
き
講
義
し
た
も
の
で
あ
り
、

⑪

五
六
八
年
か
ら
五
七
五
年
の
あ
い
だ
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

『
峨
儀
』
は
『
次
第
禅
門
』
と
同
じ
く
瓦
官
寺
時
代
か
、
あ
る
い

は
金
陵
を
去
り
天
台
山
に
隠
棲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
（
五
七

⑫

五
’
五
八
五
）
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
『
俄
儀
』
は
『
次
第
禅
門
』
と
深
い
関
係
に
あ
る
。

『
次
第
禅
門
』
は
十
巻
の
大
部
の
著
作
で
あ
り
、
次
の
十
章
よ

り
な
る
。

一
、
修
禅
波
羅
蜜
大
意

二
、
釈
禅
波
羅
蜜
名

三
、
明
禅
波
羅
蜜
門

四
、
弁
禅
波
羅
蜜
詮
次

五
、
簡
禅
波
羅
蜜
法
心

六
、
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便

七
、
釈
禅
波
羅
蜜
修
証

八
、
顕
示
禅
波
羅
蜜
果
報
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九
、
従
禅
波
羅
蜜
起
教

十
、
結
会
禅
波
羅
蜜
帰
趣

『
次
第
禅
門
』
は
仏
教
中
の
数
多
く
あ
る
実
践
法
門
を
四
種
の
禅

に
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
総
括
的
に
体
系
づ
け
よ
う
と
す
る
諭
書
で

あ
る
。
『
次
第
禅
門
』
の
中
心
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
四

種
の
禅
を
説
い
た
第
七
章
の
「
釈
禅
波
羅
蜜
修
証
」
（
こ
れ
は
第
五

巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
及
ぶ
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
種
倉
の
禅
定
を

①
世
間
禅
、
⑨
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
、
③
出
世
間
禅
と
い
非
世
間

非
出
世
間
禅
に
分
類
し
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
『
次
第
禅
門
』

は
出
世
間
禅
の
途
中
で
終
っ
て
お
り
、
非
世
間
非
出
世
間
禅
や
第

八
章
以
後
は
不
説
に
終
っ
て
い
る
。
智
顎
に
よ
る
と
法
華
三
昧
は

非
世
間
非
出
世
間
禅
に
属
す
る
た
め
、
『
次
第
禅
門
』
の
中
で
直

接
こ
の
三
昧
を
取
り
上
げ
た
箇
所
は
な
い
。
し
か
し
第
一
章
か
ら

第
五
章
の
あ
い
だ
で
こ
の
四
種
の
禅
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
解

説
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
法
華
三
昧
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
明
を
通
じ
て
法
華
三
昧
が
仏
教
の
実
践
法

門
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
ま
た
い
か
な
る
性

格
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
「
明
禅
波
羅
蜜
門
」
の
中
で
智
顎
は
禅
門
を
㈹
世
間
禅

門
、
③
出
世
間
禅
門
、
③
出
世
門
上
上
禅
門
の
三
に
分
け
て
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
最
初
の
世
間
禅
は
息
を
禅
門
（
観
察
の

対
象
）
と
し
て
、
法
か
ら
出
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
凡
夫
の
禅
門

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
の
出
世
間
禅
門
は
色
を
禅
門
と
し
、
法

を
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
二
乗
の
禅
門
で
あ
る
。
最
後
の
出

世
間
上
上
禅
は
心
を
禅
門
と
し
、
智
慧
を
用
い
て
心
性
を
反
観
し
、

法
よ
り
出
で
ず
、
法
を
減
す
る
こ
と
も
し
な
い
菩
薩
の
禅
門
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
世
間
上
上
禅
の
中
に
は
法
華
三
昧
を

初
め
と
し
て
、
念
仏
般
舟
、
覚
意
、
首
娚
厳
の
諸
大
三
昧
及
び
自

⑬

性
禅
乃
至
清
浄
禅
等
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
法
華

三
昧
は
菩
薩
の
行
ず
る
最
上
の
禅
と
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
心
を
観

察
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

つ
（
》
。

ま
た
「
弁
禅
波
羅
蜜
詮
次
第
」
の
中
で
、
法
華
三
昧
は
次
第
に

修
得
さ
れ
る
法
門
で
は
な
く
、
一
挙
に
証
得
さ
れ
る
頓
悟
の
法
門

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
章
の
中
で
禅
定
の
浅
よ
り
深
に

至
る
次
第
階
級
に
つ
い
て
の
概
略
を
述
慧
へ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

禅
定
の
浅
深
の
次
第
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
禅
定
は
必
ず
次
第

に
修
得
さ
れ
る
か
否
か
と
自
ら
問
い
を
設
け
、
そ
れ
に
答
え
て
、

禅
定
を
修
す
る
に
あ
た
り
い
次
第
、
②
非
次
第
、
③
次
第
非
次
第
、

③
非
次
第
次
第
に
修
行
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
非
次
第
の
修
禅
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
今
へ
て
い
る
。

非
次
第
者
、
菩
薩
修
法
華
一
行
等
諸
三
昧
、
観
平
等
法
界
非

01
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深
非
浅
、
故
名
非
次
第
。
（
大
正
蔵
四
六
、
四
八
一
ａ
）

こ
こ
に
非
次
第
の
禅
定
と
し
て
一
行
三
昧
と
共
に
法
華
三
味
の
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
法
華
三
昧
を
修
す
る
菩
薩
は
平
等
法
界

を
観
察
し
、
法
界
に
は
深
浅
の
差
別
が
な
い
こ
と
を
証
得
す
る
か

ら
、
浅
い
禅
定
か
ら
深
い
禅
定
へ
と
次
第
に
（
段
階
的
に
）
進
む

よ
う
な
修
行
は
行
わ
ず
、
一
気
に
法
界
を
証
す
非
次
第
行
を
修
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
慧
思
も
次
第
の
修
行
は

方
便
に
す
ぎ
ず
、
法
華
三
味
は
直
接
衆
果
を
得
る
大
乗
頓
覚
の
法

門
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
『
次
第
禅
門
』
の
こ
の
一
節
も
慧
思
の
説

を
継
承
し
、
法
華
三
昧
が
非
次
第
行
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
「
簡
禅
波
羅
蜜
法
心
」
の
一
章
に
も
法
華
三
味
に
関
す

る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
章
で
は
先
に
挙
げ
た
四
種
の
禅
に
相

応
す
る
法
と
、
そ
れ
ら
の
禅
を
修
す
る
行
者
の
心
に
つ
い
て
説
い

て
い
る
。
法
華
三
味
は
非
世
間
非
出
世
間
禅
に
相
応
す
る
非
有
漏

非
無
漏
法
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
を
修
す
る
行
者
の
心
は
菩
薩
大
士

の
非
有
漏
非
無
漏
心
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
非
有
漏
非
無
漏
法
に
つ
い
て
智
顎
は
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。四
、
非
有
漏
非
無
漏
法
者
、
法
華
三
昧
、
般
舟
念
仏
、
首
梼

厳
等
、
百
八
三
味
、
自
性
禅
等
九
種
禅
、
乃
至
無
縁
大
慈
大

悲
、
十
波
羅
蜜
、
四
無
凝
智
、
十
八
空
、
十
力
、
四
無
所
畏
、

十
八
不
共
法
、
一
切
種
智
等
是
。
所
以
者
何
。
修
是
等
法
不

堕
二
辺
、
故
名
非
有
漏
非
無
漏
法
。

（
大
正
蔵
四
六
、
四
八
一
ｂ
）

こ
こ
で
法
華
三
味
は
、
般
舟
三
味
や
首
傍
厳
三
味
な
ど
と
共
に
非

有
漏
非
無
漏
法
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
こ
れ
ら
の
三
味
は
二
辺
に
堕
す
る
こ
と
な
く
修
行
さ
れ
る
と

説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
華
三
味
等
は
有
と
無
、
生

死
と
浬
藥
、
煩
悩
と
菩
提
な
ど
の
二
辺
を
完
全
に
超
越
し
た
行
法

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
智
顎

は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

問
日
。
何
故
言
法
華
三
昧
等
法
、
皆
名
非
有
漏
非
無
漏
。
…

答
日
。
此
欲
簡
諸
仏
菩
薩
有
中
道
不
共
之
法
故
、
須
作
是
分

別
。
如
凡
夫
専
依
有
漏
、
二
乗
偏
行
無
漏
。
今
諸
仏
菩
薩
所

得
不
共
之
法
、
不
滞
二
辺
、
則
無
二
辺
之
漏
失
。
…
正
以
中

道
之
法
、
非
二
辺
所
摂
故
、
云
非
有
漏
非
無
漏
也
。
…

（
大
正
蔵
四
六
、
四
八
一
ｂ
ｌ
Ｃ
）

非
有
漏
非
無
漏
法
は
中
道
不
共
の
法
で
あ
り
、
凡
夫
や
二
乗
の
法

と
全
く
異
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
凡
夫
は
専
ら
有
漏
に
依
り
、

生
死
流
転
に
執
著
す
る
。
ま
た
二
乗
は
偏
に
無
漏
を
行
じ
、
浬
樂

に
お
い
て
灰
身
滅
智
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
諸
仏
菩
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薩
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
執
し
な
い
。
つ
ま
り
菩
薩
は
中
道
の
法

を
用
い
て
、
生
死
に
著
す
る
こ
と
も
な
く
、
浬
藥
に
住
す
る
こ
と

も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
菩
薩
は
二
辺
に
堕
す
る
こ
と
が

な
い
か
ら
、
菩
薩
の
行
ず
る
法
華
三
味
も
非
有
漏
非
無
漏
法
に
相

応
す
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

法
華
三
昧
を
修
す
る
菩
薩
は
有
と
無
の
二
辺
に
堕
し
な
い
と
い

う
考
え
は
、
四
種
の
禅
の
そ
れ
ぞ
れ
を
修
す
る
行
者
の
心
に
つ
い

て
の
説
明
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
智
顎
は
行
者
の
心
を
⑩
有

漏
心
、
②
無
漏
心
、
③
亦
有
漏
亦
無
漏
心
と
④
非
有
漏
非
無
漏
心

に
分
け
説
明
し
て
い
る
が
、
非
有
漏
非
無
漏
心
は
、
非
有
漏
非
無

漏
禅
を
修
す
る
菩
薩
大
士
の
心
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
非
有
漏
非
無
漏
心
を
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
次

⑭

の
四
つ
の
時
点
の
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

④
発
心
の
と
き
ｌ
初
め
て
発
心
し
て
禅
を
修
行
し
よ
う
と
思
い

立
つ
と
き
、
生
死
や
浬
藥
を
目
的
と
し
て
修
行
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

そ
れ
ら
の
二
辺
に
堕
す
る
こ
と
は
な
い
。

②
修
行
の
と
き
ｌ
菩
薩
が
禅
波
羅
蜜
を
修
行
す
る
と
き
、
福
徳

を
持
つ
か
ら
無
為
に
住
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
智
慧
が
あ
る
か
ら
有

為
に
住
す
こ
と
も
し
な
い
。

③
得
証
の
と
き
ｌ
菩
薩
が
諸
禅
に
入
る
と
き
、
も
し
そ
の
禅
中

に
無
生
法
忍
慧
を
発
せ
ぱ
、
そ
の
と
き
の
心
は
法
性
と
相
応
し
、

生
死
に
も
著
せ
ず
、
渥
美
に
も
染
ら
な
い
。

側
禅
定
よ
り
起
る
と
き
ｌ
菩
薩
が
禅
定
よ
り
起
き
、
衆
境
に
随

対
す
る
と
き
、
常
に
有
無
の
二
辺
に
依
る
こ
と
が
な
い
。

こ
こ
で
非
有
漏
非
漏
心
は
有
・
無
や
生
死
・
浬
藥
と
い
う
よ
う

な
二
辺
に
対
す
る
執
著
が
す
べ
て
滅
除
さ
れ
た
心
で
あ
る
こ
と
が

力
説
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
次
第
禅
門
』
に
示
さ
れ
て
い
る
究

極
的
禅
の
あ
り
方
は
、
非
有
漏
非
無
漏
心
に
も
と
づ
き
、
非
有
漏

非
無
漏
法
を
証
得
し
、
有
無
の
二
辺
へ
の
執
著
を
破
し
、
生
死
と

浬
藥
の
二
辺
を
越
え
た
空
観
を
実
践
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

法
華
三
昧
も
こ
の
究
極
的
禅
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
智
顎
は
『
次
第
禅
門
』
の
中
で
、
法
華
三
昧
を
、

①
菩
薩
の
行
ず
る
最
上
の
禅
で
、
そ
れ
は
心
を
観
察
の
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
⑨
段
階
的
に
証
得
さ
れ
る
の
で
な
く
、
一
気
に

通
達
さ
れ
る
頓
悟
の
法
門
で
あ
り
、
③
有
と
無
、
生
死
と
浬
藥
な

ど
の
す
べ
て
の
二
辺
を
超
越
し
た
空
観
に
も
と
づ
い
た
行
法
で
あ

る
、
と
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
『
次
第
禅
門
』

の
中
に
見
ら
れ
る
峨
悔
に
関
す
る
説
明
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
は
こ
こ
で
説
か
れ
る
峨
悔
に
は
『
餓
儀
』
に
示
さ
れ
る
行
法

と
深
い
関
係
を
持
つ
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
次
第
禅
門
』
の
第
六
章
の
「
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便
」
（
巻

のO
色』



二
’
四
）
は
、
諸
禅
定
を
修
す
る
前
に
心
を
整
え
る
た
め
の
準
備

的
行
法
（
前
方
便
）
を
解
説
し
た
章
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
外
方
便

と
内
方
便
に
分
け
ら
れ
る
が
、
外
方
便
は
仙
具
五
縁
、
②
訶
五
欲
、

③
棄
五
蓋
、
㈲
調
五
法
と
⑥
行
五
法
、
の
五
項
目
よ
り
な
る
。
そ

の
中
の
具
五
緑
と
は
④
持
戒
清
浄
、
③
衣
食
具
足
、
③
閑
居
静
処
、

㈹
息
諸
縁
務
と
⑥
得
善
智
識
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
持
戒
清
浄
は
、

仙
明
有
戒
無
戒
、
②
明
持
戒
、
⑧
明
峨
悔
の
三
点
に
分
け
ら
れ
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
の
「
明
俄
悔
」
の
中
で
、
俄
悔
に

⑮

つ
い
て
体
系
的
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
そ
れ
に
よ

り
『
次
第
禅
門
』
に
見
ら
れ
る
餓
悔
観
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
仏
法
を
実
践
す
る
上
で
の
餓
悔
の
役
割
に
つ
い
て
、
行
者

の
中
に
は
決
定
し
て
持
戒
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
や
、
あ
る

い
は
一
旦
持
戒
を
決
心
し
て
も
悪
縁
に
値
遇
し
破
戒
す
る
こ
と
に

よ
り
罪
を
作
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
行
者
は
三
昧
を
生
ず
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
破
戒
行
為
は
三
昧
を
発
す
障
害
に
な
る
の

で
、
自
ら
の
罪
を
餓
悔
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
餓
悔
を
①
作
法
峨
悔
、
⑨
観
相
餓
悔
、
③
観
無
生

餓
悔
に
分
け
、
そ
の
一
女
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

⑯

第
一
の
作
法
儀
悔
は
「
以
作
善
事
反
悪
事
故
、
故
名
俄
悔
」
と

い
わ
れ
る
通
り
、
善
事
を
行
な
い
、
過
去
の
悪
事
を
減
す
る
繊
悔

で
、
善
事
・
悪
事
を
実
体
的
に
と
ら
え
る
滅
罪
観
に
も
と
づ
く
隙

悔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
小
乗
の
儀
悔
で
、
毘
尼
は
一
向
に

こ
の
種
の
餓
悔
を
用
い
る
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
観
相
餓
悔
は
静
心
の
中
で
種
種
の
好
相
を
見
て
罪
悪
を

減
す
る
餓
悔
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
好
相
と
は
、
定
中
に
感
得
す

る
摩
頂
や
光
華
な
ど
の
瑞
相
の
こ
と
で
あ
る
が
、
行
者
は
こ
の
よ

う
な
瑞
相
を
定
中
に
感
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
罪
悪
が
消
滅
し
た

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
諸
大
乗
方
等
陀
羅
尼
行
法
は
多

く
こ
の
種
の
繊
悔
に
属
し
、
三
蔵
お
よ
び
雑
阿
含
の
中
に
も
こ
の

よ
う
な
俄
悔
が
説
か
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

最
後
の
観
無
生
熾
悔
は
大
餓
悔
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
深
く
罪

源
に
達
し
、
一
切
諸
法
は
本
来
空
寂
で
あ
る
が
故
に
、
自
己
の
罪

悪
も
空
で
あ
る
と
知
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
滅
罪
を
求
め
る
骸
悔
で

あ
る
。
一
切
の
大
乗
経
典
の
中
に
明
さ
れ
る
餓
悔
は
こ
の
観
無
生

俄
悔
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
儀
悔
に
つ
い
て
は
智
顎
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
一
切
諸
法
は
本
来
空
寂
で
あ
る
が
、

衆
生
は
善
く
思
惟
せ
ず
、
妄
り
に
有
為
に
執
し
、
無
明
・
愛
・
志

の
三
毒
を
起
し
、
広
く
無
量
無
辺
の
一
切
の
重
罪
を
作
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
根
源
を
尋
ね
て
み
る
と
、
皆
、
一
念
不
了
の
心
よ
り

生
ず
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
も
し
罪
を
除
滅
せ
ん
と
欲
す

れ
ば
、
こ
の
心
を
反
観
し
、
そ
れ
が
本
来
空
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

且
つ
そ
の
本
来
空
寂
で
あ
る
心
か
ら
生
じ
た
罪
も
同
様
に
空
で
あ
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る
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
心
の
観
察
の
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
行
者
は
自
己
の
心
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
が
過

去
・
未
来
。
現
在
の
三
世
に
お
い
て
も
、
ま
た
身
体
の
内
に
も
、

外
に
も
、
そ
れ
ら
の
中
間
に
お
い
て
も
不
可
得
で
あ
り
、
畢
寛
じ

て
空
寂
で
あ
る
と
観
察
を
行
な
う
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
続

い
て
、
一
切
万
法
は
悉
く
心
に
属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
心
性
が

空
で
あ
れ
ば
、
万
法
も
同
様
に
空
で
あ
る
と
観
察
す
る
。
一
切
万

法
が
空
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
己
の
罪
業
も
空
で
あ
り
、
常

に
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
罪
悪
を
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
観
無
生
餓
悔
を
実
践
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
観
無
生
峨
悔
の
結
論
と
し
て
智
顎
は
『
普
賢
観
経
』
の
一

⑰

節
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る
。

又
如
普
賢
観
経
中
説
。
観
心
無
心
、
法
不
住
法
。
我
心
自
空
、

罪
福
無
主
。
一
切
諸
法
、
皆
悉
如
是
。
無
住
無
壊
。
作
是
餓

悔
、
名
大
繊
悔
、
名
荘
厳
徴
悔
、
名
破
壊
心
識
餓
悔
、
名
無

罪
相
繊
悔
。
行
此
悔
者
、
心
如
流
水
。
念
念
之
中
、
見
普
賢

菩
薩
及
十
方
仏
。
（
大
正
蔵
四
六
、
四
八
六
ｂ
）

こ
こ
で
『
観
普
賢
経
』
に
よ
り
、
諸
法
の
空
を
観
察
し
て
、
罪
福

の
無
主
を
知
る
こ
と
は
大
隙
悔
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

こ
の
一
節
に
よ
る
と
、
心
も
、
罪
福
も
、
さ
ら
に
は
一
切
諸
法
も

皆
空
で
あ
る
が
、
一
切
諸
法
を
如
実
に
空
と
知
る
こ
と
に
よ
り
生

じ
る
餓
悔
は
大
峨
悔
、
荘
厳
餓
悔
、
破
壊
心
識
餓
悔
、
無
罪
相
餓

悔
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
よ
う

な
俄
悔
を
行
え
ば
、
念
念
の
中
に
普
賢
菩
薩
お
よ
び
十
方
の
諸
仏

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
述
、
へ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

『
観
普
賢
経
』
を
引
用
し
た
あ
と
、
智
顎
は
こ
の
観
無
生
餓
悔
は

大
俄
悔
で
あ
り
、
多
く
あ
る
餓
悔
の
中
で
も
最
も
尊
く
、
最
も
妙

で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
『
観
普
賢
経
』
が
観
無
生
餓

悔
の
典
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
同
じ
経
文
は
（
出

典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
）
『
餓
儀
』
の
中
で
も
、
坐
禅
正
観
を
明

す
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
《

実
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
『
餓
儀
』
の
中
心
は
こ
の
坐
禅
正

観
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
正
観
の
方
法
は
、
こ
の
観
無
生

戯
悔
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
無
生
俄
悔
は

『
隙
儀
』
に
説
か
れ
る
法
華
三
昧
の
中
核
を
な
す
峨
法
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
『
次
第
禅
門
』
の
中
で
最
高
の
餓
悔
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
『
隙
儀
』
の
背
景
に
あ
る
「
安
楽
行
義
』
や
『
次
第
禅
門
』

の
法
華
三
昧
に
つ
い
て
の
説
明
を
概
観
し
て
き
た
が
、
次
に
『
俄

三
「
餓
儀
』
の
法
華
三
昧

の兵
色J



⑱

儀
』
に
見
ら
れ
る
法
華
三
昧
の
行
法
を
見
て
い
き
た
い
。

す
で
に
述
令
へ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
餓
儀
』
は
法
華
三
昧
の
行
法

を
具
体
的
に
説
い
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
害
で
説
か
れ
る
法
華
三

昧
は
、
勧
発
品
や
『
観
普
賢
経
』
に
も
と
づ
い
て
普
賢
菩
薩
を
感

得
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
行
法
で
あ
る
。
そ
の
中
で
説
か
れ
て

い
る
行
法
は
様
左
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
零
へ
て

法
華
三
昧
成
就
に
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

以
下
、
『
俄
儀
』
で
示
さ
れ
て
い
る
法
華
三
味
の
行
法
を
考
察
し

な
が
ら
、
こ
の
三
昧
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

「
餓
儀
』
は
次
の
五
章
よ
り
な
る
。

一
、
明
三
七
日
行
法
華
餓
法
勧
修

二
、
明
三
七
日
行
法
前
方
便

三
、
明
正
入
道
場
三
七
日
修
行
一
心
精
進
方
法

四
、
明
初
入
道
場
正
修
行
方
法

五
、
略
明
修
証
相

ま
ず
第
一
の
「
勧
修
」
で
は
、
如
来
滅
後
の
後
五
百
歳
の
濁
悪
世

界
の
中
に
生
き
る
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
は
、
三
七

日
間
を
期
限
と
し
て
、
一
心
に
精
進
し
て
法
華
三
昧
を
行
ず
べ
き

で
あ
る
と
勧
め
て
い
る
。
第
二
の
「
前
方
便
」
で
は
、
い
か
な
る

餓
悔
法
を
修
す
る
前
に
も
、
前
方
便
を
行
な
い
身
心
を
浄
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
前
方
便

を
怠
れ
ば
道
心
は
発
ら
ず
、
行
は
如
法
に
進
ま
ず
、
感
降
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
華
三
昧
を
開
始
す
る
前

に
、
七
日
間
行
う
べ
き
準
備
的
行
法
で
あ
る
前
方
便
が
こ
こ
で
規

定
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
「
正
入
道
場
」
で
は
、
い
よ
い
よ
法
華

三
味
を
始
め
る
た
め
に
入
堂
す
る
と
き
、
三
七
日
間
が
満
つ
る
ま

で
一
心
に
精
進
す
る
と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

し
か
し
『
餓
儀
』
の
中
心
は
第
四
の
「
正
修
行
方
法
」
で
、
そ

の
中
に
法
華
三
昧
そ
の
も
の
の
行
法
が
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
一
章
は
次
の
十
項
目
に
分
け
ら
れ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
、
明
行
者
厳
浄
道
場
法
。
こ
こ
で
は
法
華
三
昧
の
道
場
の
荘

厳
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
閑
静
な
と
こ
ろ
に
一
室
を
厳

治
し
、
そ
れ
を
道
場
と
し
、
そ
の
中
に
高
座
を
設
け
、
そ
の
上
に

法
華
経
一
部
を
安
置
す
る
。
そ
の
道
場
に
入
る
日
は
、
地
を
種
種

の
香
で
浄
め
、
華
を
散
ら
し
、
名
香
を
焼
き
、
三
宝
を
供
養
し
て

入
堂
す
等
へ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

二
、
明
行
者
浄
身
方
法
。
行
者
は
法
華
三
昧
を
修
す
る
た
め
堂

に
入
る
と
き
、
ま
ず
香
湯
で
沐
浴
し
、
浄
潔
な
衣
を
著
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
不
浄
処
に
至
る
と
き
は
浄
衣
を
脱
去
し
、
故

衣
に
着
か
え
、
事
が
寛
れ
ぱ
、
ま
た
洗
浴
し
た
後
、
浄
衣
を
着
て
、

道
場
に
入
る
尋
へ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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三
、
明
行
者
修
三
業
供
養
。
行
者
は
初
め
て
道
場
に
入
っ
た
と

き
、
ま
ず
身
口
意
の
三
業
で
三
宝
に
敬
礼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
身
で
は
香
を
焼
き
、
華
を
散
ら
し
、
五
体
投
地
し
、
口
に

は
．
切
恭
敬
一
心
敬
礼
十
方
常
住
仏
、
一
心
敬
礼
十
方
常
住
法
、

一
心
敬
礼
十
方
常
住
僧
」
な
ど
と
称
え
、
意
に
は
、
香
が
十
方
の

仏
土
に
遍
満
し
、
衆
宝
に
変
化
す
る
な
ど
と
心
に
思
い
浮
か
べ
る

の
で
あ
る
。

四
、
明
行
者
請
三
宝
方
法
。
次
に
行
者
は
釈
迦
牟
尼
仏
や
多
宝

仏
を
含
む
仏
宝
、
妙
法
蓮
華
経
を
初
め
と
す
る
法
宝
、
文
殊
、
弥

勒
な
ど
の
大
菩
薩
を
初
め
と
す
る
僧
宝
が
、
悉
く
道
場
に
来
到
す

る
よ
う
に
請
す
る
よ
う
に
説
か
れ
て
あ
る
。

五
、
明
讃
歎
三
宝
方
法
。
続
い
て
行
者
は
五
体
投
地
し
、
三
宝

の
微
妙
な
功
徳
を
讃
歎
す
る
。

六
、
明
礼
仏
方
法
。
次
に
三
十
一
回
に
渡
り
、
諸
の
仏
、
菩
薩

や
大
声
聞
た
ち
に
礼
し
、
特
に
最
後
に
法
華
俄
悔
の
主
で
あ
る
普

賢
菩
薩
に
対
し
て
三
回
礼
拝
を
行
う
。

七
、
餓
悔
六
根
、
及
勧
請
随
喜
廻
向
発
願
方
法
。
続
い
て
行
者

は
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
よ
り
生
じ
た
重
罪
を
反
省
し
、
六
根

よ
り
起
き
た
一
切
の
罪
悪
が
畢
寛
清
浄
に
な
る
よ
う
に
餓
悔
の
文

を
述
べ
る
。
さ
ら
に
行
者
は
十
方
法
界
の
無
量
の
仏
が
久
し
く
住

し
て
法
輪
を
転
す
る
こ
と
を
勧
請
し
、
諸
仏
菩
薩
の
功
徳
に
随
喜

し
、
三
業
所
修
の
一
切
の
善
を
十
方
恒
沙
の
仏
の
供
養
に
廻
向
し
、

死
後
、
安
養
国
に
往
生
せ
ん
こ
と
を
発
願
す
る
。

八
、
明
行
道
法
。
以
上
の
よ
う
に
礼
仏
な
ど
を
終
え
た
行
者
は
、

次
に
高
座
を
右
達
し
な
が
ら
法
華
経
を
謡
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

行
道
読
経
が
法
華
三
昧
の
中
心
的
行
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は

い
誇
つ
ま
で
も
な
い
。

九
、
重
明
謂
経
方
法
。
こ
こ
で
は
前
項
に
お
け
る
法
華
経
読
諦

行
道
の
方
法
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
涌

経
に
は
具
足
調
と
不
具
足
調
が
あ
る
。
ま
ず
具
足
調
と
は
、
経
の

第
一
か
ら
一
品
二
品
と
進
み
、
あ
る
い
は
一
巻
に
至
る
荊
経
の
方

法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
以
前
か
ら
法
華
経
に
親
し
み
そ
れ
を

読
謂
し
た
経
験
の
あ
る
行
者
が
行
う
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

不
具
足
調
は
、
未
だ
か
っ
て
法
華
経
を
読
諦
し
た
こ
と
の
な
い
行

者
が
行
う
行
法
で
、
「
安
楽
行
品
」
の
み
を
詞
す
る
調
経
の
方
法

で
あ
る
。

十
、
明
坐
禅
実
相
正
観
方
法
。
行
道
を
終
え
た
行
者
は
次
に
身

を
端
し
、
坐
を
正
し
、
坐
禅
に
お
い
て
正
観
を
行
う
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
坐
禅
正
観
を
通
し
て
自
己
の
心
及
び
そ
れ
よ

り
生
じ
る
一
切
法
の
空
で
あ
る
こ
と
に
達
し
、
心
よ
り
生
じ
る
罪

業
の
畢
寛
不
可
得
な
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
滅
罪
を

得
、
普
賢
菩
薩
な
ら
び
に
十
方
の
諸
仏
を
現
前
に
見
る
と
さ
れ
て

ワワ
“0



い
る
。こ
の
実
相
正
観
は
『
繊
儀
』
に
示
さ
れ
る
法
華
三
昧
の
要
と
も

い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
正
観
と
は
一
切
法

の
空
・
如
実
相
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
菩
薩
の
法

⑲

の
如
く
結
使
を
断
ぜ
ず
使
海
に
住
せ
ず
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

浬
藥
へ
の
偏
執
を
越
え
、
煩
悩
海
に
住
し
、
衆
生
教
化
を
目
的
と

し
た
積
極
的
菩
薩
行
を
行
能
と
す
る
空
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
次

第
禅
門
』
が
法
華
三
昧
を
有
や
無
、
あ
る
い
は
生
死
と
浬
檗
な
ど

の
二
辺
に
堕
し
な
い
空
観
に
も
と
づ
く
行
法
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。

そ
こ
で
一
切
法
の
空
に
通
達
す
る
た
め
に
は
「
観
心
」
と
い
う

方
法
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
の

「
正
入
道
場
三
七
日
修
行
一
心
精
進
方
法
」
の
中
で
も
、
法
華
三

昧
を
修
す
る
三
七
日
間
、
行
者
は
一
心
に
心
源
を
観
察
し
な
け
れ

⑳

ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
行
者
は
現
在
の
妄
心
の
一
念
を

観
察
の
対
象
と
し
て
、
そ
れ
が
実
有
で
は
な
く
、
所
縁
の
境
に
従

い
生
じ
る
因
縁
仮
和
合
の
法
で
あ
る
こ
と
を
諦
観
す
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
心
が
い
か
に
生
じ
て
き
た
か
を

次
の
よ
う
な
四
句
分
別
を
以
て
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

一
、
為
因
心
故
心
（
現
在
の
心
は
前
念
の
心
を
因
と
し
て
生
じ

た
）
。

二
、
為
不
因
心
故
心
（
現
在
の
心
は
前
念
の
心
を
因
と
し
な
い

で
生
じ
た
）
。

三
、
為
亦
因
心
亦
不
因
心
故
心
（
現
在
の
心
は
前
念
の
心
を
因

と
す
る
と
共
に
因
と
し
な
い
で
生
じ
た
）
・

四
、
為
非
因
心
非
不
因
心
故
心
（
現
在
の
心
は
前
念
の
心
を
因

と
せ
ず
、
ま
た
因
と
し
な
い
こ
と
も
な
く
生
じ
た
）
・

こ
の
四
句
を
以
て
行
者
は
自
己
の
現
前
の
一
念
の
心
を
観
察
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
は

こ
の
四
句
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
不

生
で
、
不
可
得
に
し
て
空
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
ま
た

さ
ら
に
心
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世
の
い
ず
れ
に
存
在
す
る

の
か
、
ま
た
身
体
の
中
に
、
そ
の
外
に
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
中
間

に
あ
る
の
か
、
な
ど
と
思
惟
し
続
け
、
つ
い
に
そ
れ
ら
の
中
に
心

を
求
め
て
も
畢
寛
不
可
得
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
、
心
は
夢
幻
の

よ
う
な
も
の
で
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
に
至
る
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
心
は
寂
然
と
し
て
虚
空
の
如
き
も
の
で
、

無
名
無
相
で
あ
り
、
分
別
す
尋
へ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

⑳

う
に
寂
然
の
心
に
達
し
た
行
者
は
「
不
取
不
捨
不
掎
不
著
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
絶
対
無
執
著
の
境
地
を
証
得
す
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
心
が
常
に
寂
然
で
あ
れ
ば
、
一
切
の
念
想
も
起
ら
ず
、
諸

法
を
分
別
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
の
で
、
万
物
が
空
で
あ
る
こ
と

28



を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
行
者
は
観
心
を
通
じ
て
自
己
の
心
の
無
生
を
知
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
一
切
法
の
無
生
に
し
て
空
で
あ
る
こ
と
を
証
得

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
智
顎
は
、
す
で
に
『
次
第
禅
門
』
の
餓
悔
の
説
明
の
中

で
主
張
し
た
と
同
様
に
、
こ
の
よ
う
に
一
切
法
が
空
で
あ
り
、
幻

化
の
如
し
と
通
達
す
る
こ
と
は
『
観
普
賢
経
』
に
い
う
大
餓
悔
に

外
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
『
餓
儀
』
の
こ
の
箇
所
で

は
『
観
普
賢
経
』
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
は
な
い
が
、
こ
の
経
の
一

節
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る
。

是
名
観
心
無
心
、
法
不
住
法
。
諸
法
解
脱
、
滅
諦
寂
静
。
作

是
餓
悔
名
大
餓
悔
、
名
荘
厳
餓
悔
、
名
無
罪
相
餓
悔
、
名
破

壊
心
識
餓
悔
。
行
此
餓
悔
、
心
如
流
水
、
不
住
法
中
。

（
大
正
蔵
四
六
、
九
五
四
ａ
）

こ
の
一
節
は
先
に
『
次
第
禅
門
』
の
観
無
生
骸
悔
の
説
明
の
中
で

引
用
さ
れ
て
い
た
文
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
心
を
無
心
と
観
察

し
、
法
は
法
に
住
し
な
い
と
知
り
、
一
切
法
が
空
に
し
て
寂
然
で

あ
る
こ
と
に
通
達
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
で
餓
悔
で
あ
り
、
そ

れ
は
『
観
普
賢
経
』
の
中
で
大
骸
悔
、
荘
厳
餓
悔
、
無
罪
相
隙
悔

や
破
壊
心
識
餓
悔
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
俄
悔
に
外
な
ら
な
い
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
元
来
、
俄
悔
と
は
自
己
が
犯
し
た
罪
を
悔

い
て
修
行
を
妨
げ
る
悪
業
を
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
衆
生
の
罪
福

は
皆
妄
想
と
顛
倒
の
所
作
で
あ
り
、
す
べ
て
心
よ
り
起
る
も
の
で

あ
る
が
、
観
心
を
通
じ
て
心
及
び
心
の
所
生
の
一
切
法
が
空
で
あ

る
こ
と
に
目
覚
め
れ
ば
、
罪
福
・
悪
業
も
ま
た
空
で
あ
る
と
知
り
、

そ
れ
ら
を
減
し
去
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
で
諸

法
の
空
を
観
察
す
る
こ
と
が
大
餓
悔
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
『
観
普
賢
経
』
に
示
さ
れ
て
い
る
行
法
は
過
去
の
罪
を
餓

悔
し
、
六
根
の
清
浄
を
得
、
普
賢
菩
薩
な
ど
を
現
に
見
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
餓
儀
』
に
よ
る
と
、
以
上
の
よ

う
に
罪
福
の
空
に
通
達
し
た
行
者
は
法
華
三
味
に
相
応
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
三
昧
の
力
に
よ
り
普
賢
菩
薩
及
び
十
方
諸
仏
が
行

者
の
前
に
現
わ
れ
、
彼
を
摩
頂
し
、
彼
の
た
め
に
法
を
説
く
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
切
の
法
門
は
行
者
の
一
念
の
中
に
現

わ
れ
、
彼
は
そ
れ
ら
に
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
行
者
が
そ
の
畢
寛
じ
て
清
浄
な
る
心
の
中
に
一
切
の
法

門
に
通
達
す
る
こ
と
が
法
華
三
昧
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
実
相
正
観
の
一
章

で
示
さ
れ
て
い
る
坐
禅
正
観
の
方
法
は
『
次
第
禅
門
』
に
説
か
れ

る
観
無
生
俄
悔
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
観

心
に
関
す
る
説
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
し
、
共
に
『
観
普
賢
経
』
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か
ら
同
一
の
文
を
引
い
て
、
こ
の
観
心
は
俄
悔
の
性
格
を
持
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、

『
隙
儀
』
に
説
か
れ
る
法
華
三
昧
に
お
い
て
中
心
的
位
置
に
あ
る

坐
禅
正
観
は
、
『
次
第
禅
門
』
に
説
か
れ
る
観
無
生
隙
悔
そ
の
も

の
で
あ
る
。

以
上
を
も
っ
て
、
「
坐
禅
実
相
正
観
方
法
」
の
説
明
は
終
る
が
、

こ
の
よ
う
な
行
法
を
修
す
る
行
者
は
か
な
ら
ず
し
も
皆
普
賢
菩
薩

な
ど
を
感
得
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
五
章
の
「
略
明
修
証
相
」

で
は
法
華
三
昧
の
証
相
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

は
行
者
の
機
根
に
応
じ
て
そ
の
証
相
が
異
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
行
者
の
機
根
を
上
中
下
の
三
根
に
分
け
、
各
根
の
中
に
上

中
下
の
三
品
あ
る
と
し
て
、
証
相
を
九
種
類
に
分
け
て
説
明
し
て

い
る
。
ま
ず
下
根
の
証
相
に
つ
い
て
は
、
こ
の
機
根
の
行
者
は
戒

根
清
浄
を
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
下
品
の
行
者
は
三

七
日
間
の
修
行
の
間
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
満
行
し
た
と
き
、
種
女

の
霊
異
の
妙
夢
を
得
た
り
、
諸
根
の
明
浄
を
覚
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
中
品
の
行
者
は
行
道
、
あ
る
い
は
坐
禅
中
に
、
忽
然
と
し
て

光
華
浄
色
、
異
妙
香
気
、
善
声
称
讃
な
ど
の
種
女
の
霊
瑞
を
見
る

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
品
の
行
者
は
、
種
次
の
法
門
を
証
す
る

ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
身
心
の
安
楽
寂
静
を
得
、
そ
の
静

心
の
中
に
身
戒
清
浄
の
相
を
見
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
中
根
の
行
者
は
、
法
華
三
昧
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
定
根

清
浄
を
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
下
品
の
も
の
は
、
坐
禅

中
に
忽
然
と
身
心
の
澄
静
を
覚
し
、
諸
の
禅
定
を
発
す
。
中
品
の

行
者
は
坐
禅
中
に
身
心
の
安
定
を
得
、
出
入
す
る
息
の
長
短
細
微

を
覚
し
、
そ
れ
に
よ
り
身
の
三
十
六
物
が
了
了
分
明
に
な
り
、
諸

の
喜
楽
を
発
し
て
種
女
の
禅
定
に
入
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上

品
の
行
者
は
坐
禅
中
に
心
が
安
静
に
な
り
、
心
が
世
間
の
陰
入
界

の
法
を
縁
と
し
て
生
ず
る
と
き
、
無
常
・
苦
・
空
を
覚
し
、
身
受

の
心
法
は
悉
く
不
実
で
あ
る
と
知
り
、
十
二
因
縁
の
法
は
虚
仮
無

主
に
し
て
、
一
切
諸
法
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
知
る
。
そ
し
て
身

心
寂
然
と
し
て
空
・
無
相
・
無
我
に
相
応
し
、
種
だ
の
深
禅
定
を

生
じ
、
無
為
を
証
得
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
上
根
の
行
者
は
慧
根
清
浄
を
得
る
と
し
て
、
そ
の
中

の
下
品
の
も
の
は
坐
禅
中
に
諸
禅
定
に
入
り
、
忽
然
と
し
て
身
心

が
雲
・
影
・
夢
・
幻
等
の
如
く
に
し
て
不
実
で
あ
る
こ
と
に
目
覚

め
、
こ
れ
に
よ
り
智
慧
分
明
に
な
り
、
諸
法
に
了
達
し
、
十
二
部

経
に
通
達
し
、
そ
れ
ら
の
教
説
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
し
て
い
る
。
中
品
の
行
者
は
坐
禅
や
調
念
の
と

き
、
身
心
が
虚
空
の
如
く
な
り
、
諸
の
寂
定
に
入
り
、
正
慧
中
に

六
牙
の
白
象
に
乗
り
無
量
の
菩
薩
衆
に
か
こ
ま
れ
た
普
賢
菩
薩
を

ま
の
あ
た
り
に
見
、
そ
の
結
果
、
三
昧
お
よ
び
旋
陀
羅
尼
、
百
千
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万
億
旋
陀
羅
尼
、
法
音
方
便
陀
羅
尼
と
い
う
「
勧
発
品
」
に
説
か

れ
て
い
る
陀
羅
尼
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
陀
羅
尼
を
得
た

行
者
は
、
諸
仏
の
所
説
を
一
聞
し
て
忘
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
教
説
す

琴
へ
て
に
通
達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
上
品
の
行
者
は
坐
禅
諦
念
の

と
き
、
身
心
諮
然
と
し
て
深
禅
定
に
入
り
、
禅
定
の
中
に
普
賢
菩

薩
や
釈
迦
仏
、
多
宝
仏
と
そ
の
分
身
、
十
方
諸
仏
な
ど
を
感
得
し
、

無
閾
大
陀
羅
尼
を
得
、
六
根
清
浄
を
獲
、
普
く
色
身
を
現
じ
、
仏

知
見
を
開
き
菩
薩
位
に
入
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
同
じ
く
法
華
三
昧
を
行
じ
て
も
、
皆

同
様
の
果
報
を
得
る
の
で
は
な
く
、
行
者
の
機
根
に
よ
り
異
る
証

相
を
得
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
法
華
三
昧
の
本
来
の
目
的

は
普
賢
菩
薩
や
十
方
諸
仏
の
感
得
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
根
上
品

の
行
者
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
こ
の
行
法
が
高

度
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

『
餓
儀
』
に
説
か
れ
る
法
華
三
昧
の
行
法
の
概
要
は
以
上
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
次
第
禅
門
』
や
『
繊
儀
』
の
所
説

に
従
い
、
智
顎
の
初
期
の
法
華
三
昧
理
解
の
総
括
を
試
み
た
い
。

ま
ず
慧
思
の
法
華
三
昧
と
対
比
す
る
と
、
『
安
楽
行
義
』
に
示
さ

れ
る
行
法
は
無
相
行
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

し
か
し
『
餓
儀
』
に
説
か
れ
る
行
法
は
有
相
行
が
中
心
で
あ
る
。

そ
の
有
相
行
と
は
普
賢
菩
薩
を
現
前
に
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

禅
定
を
修
せ
ず
三
昧
に
入
ら
ず
、
散
心
に
法
華
経
を
読
謂
し
、
一

心
に
経
の
文
字
に
専
念
す
る
行
法
で
あ
っ
た
。
『
餓
儀
』
は
普
賢

菩
薩
を
求
め
る
行
法
で
あ
る
か
ら
『
安
楽
行
義
』
の
有
相
行
を
継

承
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
『
安
楽
行
義
』
で

は
「
禅
定
を
修
せ
ず
、
散
心
に
法
華
を
読
調
す
る
」
と
の
み
規
定

し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
隙
儀
』
で
は
法
華
経
読
訶
と
共
に
坐
禅

も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
慧
思
の
有
相
行
と
異
る
と

い
》
え
、
よ
』
フ
。

『
餓
儀
』
に
示
さ
れ
て
い
る
行
法
は
三
宝
礼
拝
、
諸
仏
礼
讃
、

六
根
峨
悔
、
行
道
中
の
法
華
経
読
諦
な
ど
多
く
の
要
素
を
含
ん
で

い
る
が
、
そ
の
中
心
は
坐
禅
正
観
に
あ
る
。
本
来
こ
の
行
法
の
目

的
は
普
賢
菩
薩
の
感
得
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
過
去
の
罪
悪
を

俄
悔
し
消
滅
さ
せ
、
六
根
の
清
浄
を
得
て
、
法
華
三
味
に
相
応
す

る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
罪
悪
を
消

滅
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
最
も
深
遠
な
餓
悔
で
あ
る
観
無
生
隙
悔

を
修
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
見
て
き
た

よ
う
に
、
観
心
を
通
じ
て
自
己
の
心
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き

起
さ
れ
る
罪
福
、
さ
ら
に
は
一
切
法
の
実
相
（
空
）
に
目
覚
る
餓

悔
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
罪
業
の
消
滅
を
図
る
た
め
に
、
一

切
法
の
畢
寛
じ
て
空
で
あ
り
、
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
観
察
す
る

の
で
あ
る
。
諸
法
の
空
た
る
こ
と
を
如
実
に
知
れ
ば
、
す
べ
て
の

、可
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罪
福
・
悪
業
が
減
す
る
の
で
、
こ
れ
は
骸
悔
滅
罪
に
徹
底
し
た
根

拠
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
観
無
生
餓
悔
に
は
観
心
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
『
餓
儀
』

は
必
然
的
に
は
法
華
経
読
訶
と
共
に
、
坐
禅
正
観
を
重
視
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
法
の
空
た
る
こ
と
に
通
達

し
滅
罪
を
得
る
こ
と
が
、
『
俄
儀
』
に
示
さ
れ
る
行
法
の
中
核
を

な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
い
う
空
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
隙
儀
』
は
法
華
三
昧
の
具
体
的
行
法

を
説
く
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ

な
い
が
、
『
次
第
禅
門
』
を
通
じ
て
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
次
第
禅
門
』
で
は
法
華
三
昧
を
最
上
の
禅
定
の
ひ
と
つ
に
数
え
、

そ
れ
は
有
や
無
、
生
死
や
浬
藥
な
ど
の
二
辺
の
い
ず
れ
に
も
偏
ら

な
い
空
観
を
基
本
と
す
る
禅
定
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
僧
肇

が
『
不
真
空
論
』
の
中
で
「
然
則
非
有
非
無
者
、
信
真
諦
之
談

⑳也
・
」
と
述
雫
へ
て
い
る
よ
う
に
、
諸
法
の
空
を
「
有
で
も
な
く
無
で

も
な
い
」
と
説
明
す
る
傾
向
は
、
中
国
仏
教
の
初
期
よ
り
見
ら
れ

る
。
『
次
第
禅
門
』
も
こ
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
に
智
顎
は
五
九
四
年
（
五
十
七
歳
の
と
き
）
『
摩
訶
止
観
』
を

講
義
し
、
天
台
の
実
践
法
門
を
四
種
三
昧
の
形
で
組
織
す
る
が
、

そ
の
中
で
法
華
三
昧
は
方
等
三
昧
と
共
に
半
行
半
坐
三
昧
の
ひ
と

⑳

つ
に
数
え
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
『
摩
訶
止
観
』
は
空
・
仮

・
中
の
三
諦
思
想
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
空
観
に
立
つ

『
次
第
禅
門
』
や
『
俄
儀
』
な
ど
の
初
期
の
著
作
と
は
か
な
り
異

る
法
華
三
昧
の
理
解
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
智
顎

の
思
想
が
円
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
法
華
三
昧
の
根
拠
も
変
化
し
て

ゆ
く
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
智
顎
の
初
期
の
著
作
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の

中
に
は
法
華
三
昧
に
対
す
る
一
貫
し
た
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

特
に
『
次
第
禅
門
』
の
見
解
は
『
餓
儀
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
二
害
の
関
係
に
注
目
し
つ

つ
、
智
顎
の
初
期
の
法
華
三
昧
を
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
法
華

三
昧
は
後
の
『
摩
訶
止
観
』
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
天
台
教
学
全
体
に
お
け
る
法
華
三
昧
の

位
置
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

註①
佐
藤
哲
英
著
、
『
天
台
大
師
の
研
究
』
、
一
四
二
’
四
頁
。

②
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
三
巻
、
一
四
一
’
一
五
七
。

③
大
正
蔵
、
五
○
、
五
六
二
Ｃ
ｌ
四
ａ
、
京
戸
慈
光
著
、
『
天
台
大

師
の
生
涯
』
、
四
五
’
五
三
参
照
。

④
大
正
蔵
四
六
、
六
九
七
ｃ
・

⑤
大
正
蔵
四
六
、
六
九
八
Ｃ
・

⑥
大
正
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
「
如
」
の
字
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は
「
知
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
異
本
に
示
さ
れ
て
い
る
読
み

方
に
従
っ
た
。

⑦
大
正
蔵
四
六
、
七
○
○
ｂ
。

③
安
藤
俊
雄
、
「
慧
思
の
法
華
思
想
ｉ
智
度
論
と
の
関
係
を
中
心
と

し
て
Ｉ
」
、
『
山
口
博
士
還
暦
記
念
論
叢
』
、
二
三
八
。

⑨
安
藤
前
論
文
、
二
四
○
。

⑩
慧
思
の
門
下
に
お
け
る
智
韻
の
学
習
に
つ
い
て
は
『
晴
天
台
智
者

大
師
別
伝
』
（
大
正
蔵
五
○
、
一
九
一
Ｃ
ｌ
二
ａ
）
や
『
続
高
僧
伝
』

第
十
七
（
大
正
蔵
五
○
、
五
六
四
ｂ
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
京
戸
慈

光
著
、
『
天
台
大
師
の
生
涯
』
、
五
九
’
七
三
は
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
を

詳
し
く
語
っ
て
い
る
。

⑪
佐
藤
、
「
天
台
大
師
の
研
究
』
、
一
二
六
。

⑫
佐
藤
、
「
天
台
大
師
の
研
究
』
、
一
二
七
’
八
。

⑬
大
正
蔵
四
六
、
四
七
九
ａ
ｌ
ｂ
ｏ

⑭
大
正
蔵
四
六
、
四
八
二
ａ
ｌ
ｂ
ｏ

⑮
大
正
蔵
四
六
、
四
八
五
ｂ
’
四
八
七
ａ
。

⑯
大
正
蔵
四
六
、
四
八
五
ｃ
・

⑰
『
観
普
賢
経
」
の
原
文
は
大
正
蔵
九
、
三
九
二
Ｃ
ｌ
三
ａ
。

⑬
『
慨
儀
』
は
大
正
蔵
四
六
、
九
四
九
ａ
’
九
五
五
Ｃ
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

⑲
大
正
蔵
四
六
、
九
五
四
ａ
。
「
不
断
結
使
、
不
住
使
海
」
の
一
節

は
「
観
普
賢
経
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
（
大
正
蔵
九
、
三
九
二
ｃ
）
。

⑳
大
正
蔵
四
六
、
九
五
○
ａ
・

＠
大
正
蔵
四
六
、
九
五
四
ａ
・

＠
大
正
蔵
四
五
、
一
五
二
ｂ
。

⑳
大
正
蔵
四
六
、
一
四
ａ
ｌ
ｂ
。
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